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『Changing Roles of Foreign Language Teaching/Learning in the Context 
　　 of Globalization in Japan―グローバル化時代の外国語教育学研究―』
（トム・ガリー 、佐藤洋一、中竹真依子、佐竹幸信、エイミー ・ミルズ編著、MAYA consortium、2014 年 5 月刊）
中竹　真依子
本書は、言語の使用に関わる諸分野での学際研究や協同研究の成果を踏まえ、日本におけ
るこれからの外国語教育の役割と可能性についてまとめた研究書籍であり、東京大学大学院
総合文化研究科言語情報科学専攻卓越資金プロジェクト『グローバル化時代の外国語教育学
研究』（2013 年 8 月～ 2014 年 3 月）の研究成果として出版されたものである。
現在、国際社会においては、グローバル化により外国語教育の重要性が一段と高まり、多
くの国で外国語教育の改革が進められている中、日本においても、グローバル化時代に対応
した外国語によるコミュニケーション能力の育成のために、新たな外国語教育、外国語学習
の在り方についての検討が求められている。本書は、このような状況を鑑み、外国語教育学
の分野におけるさまざまな視点から、日本におけるこれからの外国語教育の役割と可能性に
ついて検討し、その新しい方向性についての議論を深めることを目的として執筆がなされて
いる。本書には、以下の通り、寄稿論文 1 本（英語）と研究論文 7 本（英語 5 本、日本語 2
本）が収録されている。
寄稿論文
Towards a Strategic and Collaborative English Speaker: How to Enhance Rapport 
With the Interlocutor （藤尾美佐）
研究論文
Tutoring Strategies in a Writing Center: An Exploratory Case Study（中竹真依子）
The Effects of Improving Studentsʼ Participation in an EFL Classroom on their 
Vocabulary Learning （佐竹幸信）
Literacy Retention and Development in Japanese Returnee Children（谷口ジョイ・
谷口正昭）
The Acquisition and the Animacy Status of English Relative Constructions and 
the Input by English Textbook in Japan （奥切恵）
タスクに焦点をあてた中学校英語教科書分析―コミュニケーション能力育成に向けて
（西山幹枝）
中学校英語教科書における分詞による後置修飾の扱い（河内紀彦）
Proposing a New Concept of a Corporate Training Program for L2 English Use: A 
case Study of a Role-Play Activity for Raising Self-Awareness（佐藤洋一）
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それぞれの内容について概観しておく。藤尾は、日常会話及びビジネス会議の実際のデー
タ分析結果に基づき、コミュニケーションを円滑に進める要因として重要な役割を果たす、
「ラポール（協調的関係）」構築の重要性について論じ、教室内でのその具体的な指導法を提
案している。佐竹は、教室内での英語語彙指導における、学生のクラスルーム・アクティ
ヴィティへの参加を促すタスクを導入する task-based の授業の効果を検証し、学生たちの
語彙習得を促すだけでなく、自律学習をも促すということを示している。谷口（ジョイ）
は、谷口（正昭）とともに、帰国児童の帰国後のリテラシー能力の保持について考察してお
り、こどもたちが日常的に行うリテラシー活動や、社会的ネットワークの維持、及びそれを
支援する家庭環境が、帰国児童の言語発達にきわめて重要な役割を果たしていると述べてい
る。奥切は、学習者の英語関係節構文の産出と、日本の英語テキストで使用されている構文
の頻度の関係を分析し、テキストが学習者の文法構造のインプットと産出に影響を与えてい
るということを示している。西山は、文部科学省検定済英語教科書のタスク分析を行い、学
習者のコミュニケーション能力育成のために、教科書ごとにどのような教育的取り組みがな
されているかを考察している。河内は、中学校の英語教科書における後置修飾の提示方法と
その問題点について論じており、その問題点を克服するための具体的な後置修飾の教授法に
ついて考察している。佐藤は、企業語学研修における、異文化に対する自己の気づきを促
す、リンガ・フランカ（共通語）としての英語を用いたビジネス・コミュニケーションの
ロールプレイ活動の有効性について論じ、今後の企業語学研修カリキュラムの構築の際に必
要な視点を提供している。
本書のなかで、紹介者は、『Tutoring Strategies in a Writing Center: An Exploratory Case 
Study』と題し、大学ライティング・センターにおけるライティング指導について論じた。
ライティング・センターとは、学生が教員やチューター（学術的文章作成と指導に関する専
門的な訓練を受けた学部生または大学院生）から、論文やレポート作成のチュートリアル
（個別指導）を受けることのできる教育施設である。近年、ライティング・センターは、日
本の大学教育において学生のアカデミック・ライティング力を育成する教育プログラムの一
つとして、非常に注目を集めている。ライティング・センターの理念は、「自立した書き手
を育てる」ことであり、学生の書いたものを添削する場ではなく、対話を通して学生にどの
ように文章を改善できるかを考えさせる場である。本稿では、紹介者が大学院生時代に
チューターとして携わっていた、東京大学のライティング・センターの事例を取り上げ、ラ
イティング・センターで実際どのようなライティング指導が行われているのかについて分析
し、自立した書き手を育成するためにチューターが用いるチュータリング・ストラテジーの
重要な特徴を明らかにした。
本書に収められている 8 本の研究論文は、いずれも今後の日本における外国語教育の役
割、外国語学習の在り方を考えるうえで、新しい視座を提供し、今後の外国語教育学研究の
発展に寄与しうるものである。日本における今後の外国語教育、外国語学習に対する有意義
な示唆が多く含まれている一冊なので、ぜひ手に取って一読いただければ幸いである。
